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系統機能試験一覧（３号機：全26試験）

・非常用ガス処理系機能試験※１

・中央制御室非常用循環系機能試験※１

・液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のインターロック
機能試験（その1）
・液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のインターロック
機能試験（その２）
・液体廃棄物処理系機能試験
・原子炉格納容器漏えい率試験※２

・原子炉格納容器隔離弁機能試験
・可燃性ガス濃度制御系機能試験
・原子炉格納容器スプレイ系機能試験
・原子炉建屋気密性能試験※１、５

・非常用ディーゼル発電機定格容量確認試験※１

・直流電源系機能試験※１

・蒸気タービン性能試験（その２）※３

・原子炉停止余裕試験※２

・主蒸気隔離弁機能試験
・非常用ディーゼル発電機, 
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機, 
高圧炉心スプレイ系, 低圧炉心スプレイ系, 
低圧注水系, 原子炉補機冷却系機能試験※１

・自動減圧系機能試験
・タービンバイパス弁機能試験
・給水ポンプ機能試験
・制御棒駆動系機能試験※２

・ほう酸水注入系機能試験
・原子炉保護系インターロック機能試験※１、４

・計装用圧縮空気系機能試験
・制御棒駆動機構機能試験※２

・選択制御棒挿入機能試験※２

・原子炉建屋天井クレーン機能試験

は、今回、試験概要についてお知らせするもの。下線はすでにお知らせ済みのもの。

※１：燃料装荷前に実施する試験

※２：燃料装荷状態で実施する試験
※３：蒸気を発生させた後に行う試験を除く
※４：一部の試験項目は燃料装荷後に実施
※５：燃料装荷前の確認としては、原子炉建屋気密性能検査（停止後）および非常用ガス処理系機能検査により確認

原子炉格納容器漏えい率試験後に、あらためて原子炉建屋機密性能試験を実施する

枠付き
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系統機能試験概要（12）． 【自動減圧系機能試験】

＜本系統の役割【冷やす】＞
冷却材喪失時の際に、高圧炉心スプレイ系等の機能が
充分に発揮されず、原子炉の水位を維持することがで
きない場合に、強制的に主蒸気逃がし安全弁を開いて
原子炉の炉圧を早く減圧させ、低圧注水系および低圧
炉心スプレイ系による注水を促し、炉心の冷却を行う
ことで燃料の破損を防止する。本系統は、高圧炉心ス
プレイ系の後備機能を果たす。

＜試験の目的＞
冷却材喪失事故信号を模擬し、自動減圧系機能を装備
した主蒸気逃がし安全弁※が完全に開くことを確認す

ることで系統の性能が発揮されることを確認する。

※：自動減圧機能は、主蒸気逃がし安全弁全15台中７台が備える

圧力抑制室

主蒸気逃がし安全弁※

原子炉の蒸気を圧力抑制室に放出
し、原子炉の圧力を低下させる。
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試験概要


